
青水増事業報告 第 12号 (1983)

飼 料 海 藻 類 増 殖 試 験

能登谷正浩 ･足助 光久

は じ め に

本報告は津軽海域総合開発調査事業のうち､当海域における磯根動物､特にサザェ､ウニ､アワ

ビ等の餌料海藻類増殖のための調査 ･研究であり､1981年8月から1982年3月までの結果について

まとめたものである｡

調査は西津軽郡深浦町田野沢地先で行い､主に次の3点について実施した｡ 1. サザェの食性

2. 植生 3. ツルアラメの生態および採苗 ･養成試験｡

1 田野沢地先におけ るサザエの食性

当海域の有用磯根資源のうち､主要な生産対象種であるサザエについては､これまで当地先の漁

業実態､人工採苗(川村ら､1979)､殻高組成､年令 (須川 ･川村 1980)等若干の知見があるに

すぎない｡このため､サザエの増養殖のための基礎的調査 ･研究はまだまだ多くの仕事が残されて

いる｡今回､当地先における餌料海藻類増殖の見地から､数個体､一回の採集材料ではあるが､こ

こに調査する機会を与えられたので､その結果を報告する｡

材料および方法

材料のサザエは1981年 8月20日､21日の両日､午前11時から午後 1時までの間に採集されたもの

である｡水深 1.3mから6.3mに生息する殻高 3.0から5.6cmのサザェ33個体を採集し､直ちに殻

を割って10%ホルマリン海水中に浸漬して固定 した｡各個体とも胃をメスで切 り開き､洗浄水で

胃内容物をシャーレ中に洗い流した後､実体顕微鏡下で藻類､その他を種類ごとに仕分けした｡そ

れらを更に顕微鏡下で詳細に観察 し､種名を査定するとともに相対量を10%以下､10-25% ､25-

50%､50%以上の4段階に分け､それぞれを表示 した｡

結果および考察

各サザエの胃内容物中に見られた海藻類の種名および相対量は第 1表に示した｡この裏からわか

るように 各個体ともに胃内容物中に多量に兄い出された藻類はホンダワラ類と有節サンゴモ類で､

次にアミージグサ､ツルアラメ等が認められた｡また､少量ではあるが､ほぼ全個体均一に認められ

た藻類として微小な褐藻類であるクロガシラ属および岩上の表面を被う殻状の紅藻類であった｡こ

れらの結果は各々のサザェの胃内容物とそのサザェの採集された周辺の植生ともよく一致 している

ことが認められた｡

以上の結果から､当地先で得られたサザエの食性は底生性の藻類や生息地周辺に分布する藻類全

てをあまり選択することなく摂餌する傾向にあると考えられる. しかし､今回の結果は材料甲サザ
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第 1蓑 田野沢地先におけるサザェの食性

採集水深 殻 高 ク ロガ シ ラ類 カシラザキ pア ミジグサ ホ ンダ ワ ラ 類 ツノレアラメ オ ー ド

ウイネラ属1.3m 56庸ガ464035 ++ ≠1廿≠

≠小冊什什柵 +1.4m 54363531 ++ ≠

≠≠≠ 什什柵1廿什什 +6 m 485168605253464745393130 +++++++++ +++ ≠≠++十什十十ト 十廿什什什什十廿十廿

柵什十什≠≠≠≠ ≠柵冊≠十廿≠6.3m 33525452425045373231474631 +++++++++ ≠十什+≠十十≠+廿+ 什什H廿

1什≠十



胃内容中の摂餌藻類の相対量

+ 10%以下 ≠ 10-25% 冊 25-50% 什什 50%以上

有 節 無 節 ベニスナゴ ハイウスバ イ トグサ類 コザネモ ､ヽシャバ ラ
殻状駐藻サンゴモ類 サンゴモ類

ノ リ ノ リ≠什什十廿¶廿 +

+ + ≠ +≠十什廿什

≠≠ + + ≠ +++什什柵≠≠≠+≠≠≠

十←≠≠ + ≠ + + +≠+++≠十廿≠≠竹廿棉十什什什什什-肝冊十

廿≠



工が午前11時から午後 1時の間･即ち､昼間に採集されたものであり､サザエの摂餌行動の主な時

間帯が夜間である (宇野 1962)ことを考慮するならば､摂餌された藻類の消化速度も考え合せる

必要があり､エゾアワビで行なわれた (富田 1972)ような各種藻類の摂餌後の消化過程､時間な

ど更に詳 しい実験､調査資料が必要であるoまた､本調査結果の如く摂餌藻類に選択性をあまりも

たないとすれば､餌料藻類の有効性の観点から､各種藻類の餌料効果に関する研究をサザェの生長

段階と合せて検討する必要がある｡.

2 田野沢地先の植生

青森県の日本海沿岸における植生について調査 した報告は､これまでにTakamatsu(1939)､

加藤 ･加藤 (1963)､田中ら(1969)､七尾 (1980)があるが､これらは主に潮間帯と浅所で採集

されたものに限られている0本調査では当地先での磯板資源増養殖の要請に伴い､餌料海藻類増殖

対象種の検討をも踏まえ､潮間帯から水深約 20〝ほ での各水深帯について枠取り調査によって､

当海域における植生特徴を知ろうとするものである｡

材 料 と 方 法

調査は田野沢地先において､1981年 8月20日､ 8月21日､ 9月24日､10月27日､11月26日および

1982年 2月22日の計6回行った｡潮間帯では主に種類構成を重点に調査を実施し､水深 5m､10

m､15m､20m､25mの各調査点では､それぞれ 1X1mの枠を用いて藻類および動物についてそ

れぞれ 1回ずつ採集 し､種名､個体数､湿重量について記録 した｡各調査時における調査点は第 1

図に記した通りである｡
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結 果 と 考 察

得られた海藻の種名および時期は第 2表に示 した通りである｡今回の調査期間は8月から2月ま

での夏期から冬期にあたり､一般に海藻類の生育が少ない時期と見なされるが､緑藻類は6属6種､

褐藻類 8属15種､紅藻類34属45種､海産顕花植物 1属 1種､計49属67種を査定することができた｡

この結果は深浦の海藻相を1967年､1968年の2年間にわたって調べた報告 (田中ら 1969)と比較

して少なくない種数である｡また､本県沿岸で種類数､量ともに多いことで知られる (三木1981)

風間浦地区との比較でも少ない種類数ではない｡

第 2蓑 田野 沢 の植生

調査時期8 月 9月24日 10月27日 11月26日 2
月22日海藻種名

20.21日緑 藻褐 藻紅 藻 エ ゾ ヒ トエ グ サア ナ ア オ サシオグサ属の 1種フ サ イ ワ ス～タハ ネ モハ イ ミ ルア ミ ジ グ サフ ク リンア ミ ジ 〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇 ○○ 〇〇〇i

○i ○ 〇〇〇〇エ ゾ ヤ ハ ズシ ワ ヤ ハ ズーヘ ラ ヤ ハ ズマグザキクロガシラカ シ ラ ザ キ

ツ ル ア ラ メ ○○ ○○ヤ

ツ マ タ モ ク ○ ○○
○ ○ア カ モ ク ○ ○

○ノ コ ギ リ モ ク

○○ ○ ○ ○○ヨ レ モ ク ○ ○ ○フ シ ス ジ モ ク

○ 〇〇〇 ○ト ゲ モ ク ○ ○ 〇〇〇〇

〇〇〇 ○

ス ギ モ クウ ツプ ル イ ノ リマ ク サ ○○ ○○ 〇〇〇オ バ ク サ ○ ○ホ ソバナ ミノハ ナ

ヒ ラ イ ボウスカ ワカニ ノテヘ リトリカニ ノテピ

リ ヒ バキ プ



調査時期8 月 9月24日 10月27日 11月26日 2
月22日海藻種名

20.21日紅 藻海産顕花植物 マ キ ユ カ リッ ノ マ タ ○ ○ ○○ ○ 〇〇〇〇〇〇ワ ツ ナ ギ ソ ウヒラワツナギ ソ ウフ ク

ツ ガ サ ネ 〇〇〇 ○○カザジグ

サ属甲 1種 ○ 〇〇〇〇

〇ケカザシグサ属の 1種 ○ ○ラ ン ゲ リ アスエ ヒロヒビダ マハ ネ イ ギ スイ ギ スエ ゴ ノ リト ゲ イ ギ スホソナガベニバノリヤ レ ウス バ ノ リカ ギ ウス バ ノ リス ジ ウ ス バ ノ リハ イ ウス バ ノ リ 〇〇〇〇

〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇シ マ ダ ジ アエ ナ シ ダ ジ アモ ロ イ ト グ サキ ブ リイ ト グ サイ トグサ属の 1種ヤ ナ ギ ノ リユ ナハ ネ ソ ゾソ ゾ 属 の 1種コ ザ ネ モヒ メ コ ザ ネイ ソ ム ラ サ キヒ メ ゴ ケク シ ノ ノヽフ ジ マ ツ.モス ガ ニヒ ○○d

〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇水深ごとの枠取り結果につい

ては調査ごとに第 3表に示 した｡各時期､調査点ともに比較的多く得 られた海藻はツルアラメ､ヤ

ツマタモク､ノコギリモク､ ヨレモク､フシスジモク､ トゲモク等である｡また､動物ではサザェ､

ムラサキウニ､バフンウニであった｡特にホンダワラ類は水深10m以残に多 く見られるのに対 し､ツ

ルアラメは水深 5mから25mに至るまで多量の生育が見られ､垂直分布の広いことが注目され

た. また､動物ではサザェ､ウニ類は漁場全体にやや均一に生息が見られるものの

､これらの種は小型のものが多 く､量的にはあまり多 くなかった｡以上の結果から､当海域における餌料海藻



第 3蓑 田野沢における水深毎の枠取 り調査結果

8月20日 1X1m､個体数/湿重量 9)

水深種名 -I.3m -1.4m -I.5m -1.6m -6.3m -6.5m -6.8〝‡

-6.9mア ミ ジ グ サエ ゾ ヤ ハ ズツ ル ア ラ メヤ ツ マ グニヒクア カ モ クノ コ ギ リモ ク 30/1.960 8/10/220 21/1401/ 20 30̂ .21034/430 ll/50035/520 2/630/4601/1/ 24/1.6001ノ /1402/200フ シ ス ジモ クト ゲ モ クサ ザ エム ラサ キ ウニイ トマキヒ トデ 10/ 1401/15 5/ 402/

13/1506/ 801/3/1/水深種名 -6.4m -6.6m -6.9m -7.

8mア ミ ジ グ サ / 47 / 61 6/ 47 1/ 10ヤ ツ マ グ モ ク 7/ 85

30/4604/ 63ノ コ ギ リモ ク 3/130 20/700フ シ ス ジモ

ク ll/530 10/520マ ク サイ ソ

ム ラサ キ / 35 / 5/ 10水深種名 - 8m -ll.5m - 17m - 25mツ ノレ ア ラ メノ コ ギ リモ クヨ レ モ クフ シ ス ジモ クサ ザ エム ラサ キ ウニア カ ウ ニ 70/3.1001/ 106/ 505/220

1/ 75 90/1.9003/ 803

/2401/ 50 82/1.800 16/3103/ ■15水深種名 5m 9m - 15m - 21mア ミ ジ グ サ

ツ ル ア ラ メ 63/1.7101/ 10 19/1.0.80 / 115/1.030 / 2

91/ 281/ 233/260ヤ ツ マ グモ クノ コ ギ リモ クフ シ ス ジモ ク 6/1192/1371/ 27 / 33/ 64

ト ゲ モ ク



11月26日

水深種名 - 1Om -

20mツ ノレア ラ メノ コギ リモクム ラサ キウニ ' 24/12018/660 1

7/121/21水深種名 5m - 1

0m - 15m - 19mツ ノレア ラ メフシス ジモ クト ゲ モ クサ ザ エト コ ブ シバ フ ン ウ ニキタムラサキウニア カ ウ ニマ ボ ヤ 9/1202/ 5029/4301/ 421/ 82/ 181/ 8 36/4209/1001/ 201/ 162/ 71 7/291/ 3
2/46/ 5/ 601/16

0イトマキヒトデ 4/ 45 2/ 26多 く得られる種としてツノレアラメおよびホンダ

ワラ類があげられるが､今後餌料効果､現存量､生産量などの諸点も含めて増殖対象種の検討を図る必要がある｡

3 ツルアラメの生態および採苗 ･養成ツルアラメは日本海沿岸域に生育する特有の

コンプ科植物であり､本県での分布は日本海沿岸はもちろんのこと､津軽海峡の龍飛や大間に至る

まで生育することが知られている｡これまで､ツルアラメに関しては初期発生について神田(1939

)が報告しているが､その他､生態や種々生理的特性等についてはほとんど知られていない｡また

､前項でも述べたようにツルアラメは本県日本海沿岸における磯根動物資源の増殖を考える上で､

餌料海藻類の 1つとして､量が多く､周年生育が見られ､分布域も広い等の特性から検討に値する

ものと考えられる｡そこで､現在､本種の生態および採苗､養成についての調査､研究の途中であ

るが､これまでに垂直分布､繁殖方法および時期､初期発生におよぼす温度の影響､採苗方法､養成等についていくつかの知見を得ることができ

たので以下に報告する｡A 垂直分布および繁殖本調査の時期は前項と同じである｡ツル

アラメの垂直分布を知るため､各水深ごとの生育量を第 4表に示 したが､これまでの調査からツル

アラメは潮間帯から水深25〝ほ での各点から採集されており､特に水深 8mから17mで多くの生育が

見られ､9月の枠取り調査では lnf当り3Kg以上にも達 し､コンプ群

落にも匹敵する程の生育量が見られる地点もあった｡ツルアラメの葉体は夏に葉長がピークと

なり､夏から秋にかけて葉の末枯れによって短かくなり､秋から冬にかけて再生葉 (突き出し)の生長現象が見



第 4表 各水深におけるツルアラメの生育量

1m2枠 1回 本数/湿重量

＼ 水深調査月日 2m 5m 6m 6.4〝‡6.8m 8m 9m lOm ll.5m Ism 1

7m 20m 25m1981年8月20日8t月21日9月24日10月27日11月26日1982年2月22日 レ レ 3‰ 1. 1430 ‰ o7‰ 001‰802‰3‰ 90

<90 154㈱7/ 29 8‰ 1y2 ●l他のコンプ属植物には見られない

特性がある｡即ち､配偶体からの単一個体 (葉体 )としての生育に加えて伸長 した付着器からの

栄養繁殖による葉体の発出があり､この栄養繁殖によって多数の葉体が斑状群落を形成するため､

生育量は調査点によって差が大きく現われる.従って､このような繁茂状況から考えて当海域全体として水深

3- 4mの浅所から25m前後までの深所l功､けて可成りの生育量があるものと推測されるが､更に詳細に

現存量の周年変動､生産量等について検討する必要がある｡ツルアラメは付着器官からの栄

養繁殖によって一般のコンプ属より繁殖に有利な面をもっている種である｡この栄養繁殖は､8月から翌年 2月に至る全ての調査で観察されたこと

からほぼ周年にわたって行なわれているものと推測された｡

子嚢班の形成時期を推定するため､水深 5mに生育する成葉50本から100本について子嚢舞形成率を調べ､第 5表に示

した｡8月および9月には子嚢斑形成個体は見られないが､10月に

は16%､11月下旬には96%の形成率を示 し､ほぼピークに達 したと見られることから､10月中旬から翌年の 1月頃

まで子嚢班を形成 し､遊走子放出があるものと推測される.しかし､ 2月22日の調査で､水深20mからの藻体においても

10%前後の子嚢班形成個体が認められたことから､生育深

度によっては1- 2か月の差

があるものと思われる｡響*B 発生におよぼす温度の影

第 5表 水深 5mにおける

ツルアラメの子嚢斑形成

率調 査 月 日 子

嚢舞形成率1981

年8月 20日 0%9月24日 0 %1

0月 27日 16%11月 26日1982年2月 22日

96%0%調査の内容は主に以下の4点である｡(1)種々温度条件下下での配偶体

の発生過程 (第 2図 )0 (2)幼芽胞体の生長におよぼす温度の影響 (第 3図 )0(3)幼

芽胞体の生長段階 (第 4図 )0 (4)幼芽胞体の葉長と葉幅の関係 (第 5図 )0* 詳細は ｢能登谷 ･足助 (1982)ツルアラメの発生におよぽす温度の影響､藻類｣を参
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配偶体の生長過程を温度10℃､15℃､20 ℃､25℃､30 ℃の5段階で観察 した結果30 ℃では数日

で枯死するが､他の温度条件では生育し､生長の最も速い条件は25℃であった｡成熟については

20℃で最も早く､幼芽胞体は遊走チ情義後10日～11日目に形成された (第 2図 )｡また､幼芽胞

体 (2.5mmまで)の生長では20℃で最も速かった (第3図 ).

20℃における芽胞体生長過程は4つの段階を経過する｡即ち､ 1. 単列細胞期､ 2. 2列細胞

期､ 3. 多列細胞期､ 4. 多層細胞である(第 4図 ).更に､同条件下で生長した高さ400FLmま

での芽胞体の葉長と葉幅の関係は直線回帰 し､L(葉長 )-2.53W (葉幅 )-5.13の直線で表わ

され､相関係数はr- 0.969となった｡このことよりツルアラメはホソメコンプやリシリコシブ

の結果 (金子 1973､阪井 /船野 1964)と比較して幅広の藻体であることが判明した｡以上の結

果は増養殖技術開発のための基礎的知見となる｡

C 採 苗 と 養 成

材料のツルアラメは1981年11月26日に田野沢地先で採集した母藻を使

用 した｡採苗にあたって､母藻から子嚢斑部分を切り取り､滅菌海水で

数回洗浄した後､40e水槽を用いて滅菌海水と共に母藻数枚を入れ､水

温15℃､照度 4.000- 6.0001uxの下で遊走子の放出を待った｡

遊走子の放出量は一定時間おきに海水をスライドグラス上に滴下 し､

顕微鏡観察することによって確めた｡2- 3時間後､多数の遊走子放出

が確認されたため､母藻を取り除き､ガーゼ数枚で爽雑物を取り除き､

採苗用の種糸を沈めた｡

種糸を沈めてから3-'4時間後､遊走子の種糸への付着を確めた後､

種糸を引き上げ､新たな培養液中に移 して培養を開始 した｡培養液はP

ESI(SANBONSUGA and HASEGAWA1969)を用いて､ 1週間おき

に換水した｡

藻体の発生過程は第 2図に示したものと基本的に同じであった｡1981

年12月17日､種糸上の芽胞体は数和からlcn前後にまで成長したので､

田野沢地先の水深約10m付近へ沖出しを行った｡

押出し養成の方法は2通りで行なった｡立縄型養成施設は第 6図に示

すように､下端に2袋のサンドバック､上端に浮子を結び､ロープの長

さを10mとして水面下約 2mに浮子が位置するように設置 した｡ロープ

には約30仇間隔に4- 5仇の種糸を挟み込んだ.他方､延縄型は第7図
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に示すように建築用ブロック10個を用いて､各々のブロックをロープで連結した｡それぞれのブ

ロックには種糸を挟み込んだ細いロープを各 3本ずつ第 7図のようにしはりつけた｡立縄型およ

び延縄型はそれぞれ 5本､2ケ統設置した｡

1982年2月22日､第 1回目の調査を行った結果､立縄型養成施設では上部から下部に至るまで

全体に芽胞体の生育が観察され､上部における藻体はど大きく生長 し､最大10仇に達していた.

しかし､延縄型では全く幼芽胞体の生育は観察されなかった｡従って海底では波動および砂の動

きによって種糸上の幼芽胞体がこすり取られたものか､動物の食害によるものか等､今後検討を

要する｡また､立縄型における養成個体については今後､更に追跡調査を行う予定である｡
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